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優しく強い子に！ 努力＋継続 ＴＶアスリートの輝石より
へルタベルリンの中心選手として活躍し，ハリル

ＪＡＰＡＮでも躍動している原口元気選手，座右の
銘は“努力＋継続”だそうです。
ドイツに渡って, ドリブルだけではどうにもなら

ない壁にぶつかった原口選手は，今
「自陣ペナルティエリアまで戻って，そこからボー
ルを取って出て行って，３０～４０ｍのスプリン
トをした後にそこから勝負。自分のドリブル･相手
との１対１が非常にしんどい。先ずここを直さない
と何もできないと思ったのでとりあえず走りまし
た」
と語っています。
浦和のＪｒユース時代のコーチの教え“努力＋継

続”を今も心がけＧＡＭＢＡっているのです。
徹底した走り込みで苦しい局面でも勝負できるス

http://www.minamih.net/ タミナを養い，強さのある選手をめざして日々努力
１６・ ４・２３（土） を続けているのです。
南ＮＥＷＳ ＮＯ ７ 小中学生にとって走り込みは有害ですが，努力＋

継続は見習いたいですね。 ｂｙ南のアンパンマン

春季カップ戦 5年生 4月 17日(日) 上壱分方小学校
〇チームのめあて：フォアチェック、びびらない、ドリブル・タ
ーンを使う
〇個人のめあて：服部君・フリーの選手を見つける、周君・スペ
ースにスルーパスをす る、尾川君・くさびのパス、一護君・ス 原口選手
ペースを作らせない、岩﨑君・当たり負けしな い、茂松君・ターンを使う、田上君・取
られたら取り返す、吉澤君・コーチング、蛯名 君・ボールをキャッチする／止める、隅
田君・コーチング
■ 南八王子 0-2 白百合 前半 0-1 （20分ハーフ）

5年生になって最初の試合は 3ヶ月ぶりの対外試合、春の公式戦、春季カップです。
開始直後からフォアチェック、エンクルージャーができ、中盤でもボールを持てるため南
のペースで進みましたが、前半 4分、ゴール前に放り込まれた浮き球処理をミスしてオ
ウンゴールで先制されます。

同 9分、服部君から相手の股を抜く田上君へのスルーパスはオフサイド。
同 18分、センターライン付近で吉澤君、周君、一護君が囲んでボールを奪い、
一護君が抜けだしてシュートするもポスト左。前半 20分、続けざまに 3回の
ビッグチャンス。まず右サイドで周君が二人抜いて左でフリーの服部君へスル

ーパス、服部君がゴールラインへ迫るも左足で上げきれず。次にオーバーラップした茂松
君がフリーでシュート、トゥーキックは枠外へ。さらに右サイドから浮き球をコントロー
ルした周君がロングシュートするもわずかに左へ外れます。
後半 10分、自陣左サイドでボールを奪った服部君が茂松君とのワンツーでタッチラ
イン沿いを突破。同 13分、右サイドで相手に詰め切れずに打たれたミドルシュートで
失点。同 19分、周君から右サイドのスペースへロビングのスルーパス、一護君が相手DF
を抜ききってクロスをあげますが相手にクリアされCK。同 20分にも一護君がフリー
でクロス、ゴール前で周君がボールを収めて決定的チャンスを迎えますが体の左側のボー
ルを右足で打って左へ外れ、試合終了となりました。
★試合後、選手たちによる反省
（良かったこと）数的優位を作れた、パスの連携ができていた、フォアチェックができて

いた
（悪かったこと）体で当たっていない、ヘディングしていない、技が少ない、コーチング
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■今日の試合を振り返って
左サイドの要、名嘉君が怪我で不在でしたが、このチームにとって、これまで
でベストゲームの一つに挙げられる試合ができました。勝ってもおかしくない
試合でした。
矢上代表に試合前に教えていただいた、フォアチェックやエンクルージャー、
つるべを試合でやろうとする意識がたいへん高く、しかも全員がよく戦ってい
ました。
トップに入った 3選手、田上君・吉澤君・隅田君が前線でよくボールを追い
左右のSH（サイドハーフ）の一護君、服部君がサイドパスを狙う形が何回も
ありました。吉澤君は守備も激しく、ボールを持ったら必ずドリブルで仕掛ける
意識がありました。シュートが上手いので、今後の練習次第では頼れるCF
センターフォワード）になるかも知れません。

SH2選手とCH（センターハーフ）の周君が守備の起点となりエンクルージ
ャーしてボールを何度も奪えました。とくに服部君が今日のように自陣深くま
で守備するとぐっとチーム力が上がります。

DFの 3選手、尾川君・岩﨑君・茂松君はマークする相手をどこでどのくら
い離して良いのか、どんな体の向きをとるのか練習していきましょう。浮き球の
ヘディングももっとチャレンジしましょう。茂松君はインターセプトから速い
ドリブルで攻め上がり、決定的な場面でシュートも打てました。

GK蛯名君は開始直後に飛び出しを一瞬ためらった以外は、ほぼノーミスの
安定したプレーをしました。持ち前の判断の良さに加え、キャッチングにも進歩
が見られました。
全体にシュートミスやクロスのミス、とくに左足でのキックミスが目立ち、
３～４点損をしています。
ゴールキック、コーナーキックもまずキック自体の質を上げる必要がありま
す。後半になって運動量が落ちてしまったのも課題です。次の清水北戦を 3-0
または 3-1で勝つと、グループリーグを 1位で突破できます（条件は得失点差
3点以上、得失点差 2点の場合は 3得点の勝利）。がんばりましょう！
また、内田文コーチが審判をやってくださいました。ご帯同ありがとうござい
ました。 ｂｙ中村コーチ

５年生の課題
中村コーチが挙げていますが，
“サッカーは視野の戦い・ 如何に裏を取るか”と言われています。
守備では 。
・同一視の徹底 グッドボデイシェイプ(同一視野で相手とボールを捉える体の
向き）

・マークする相手とゴールの中心を結んだ線上･その内側にポジションを取る。

攻撃では
・もっとドリブル･ターンの技が出るようにレベルアップしよう！
・フェイントをかけた後，突破の速いドリブルをしよう！同じテンポ・速さで
は 相手はマークしやすい。どこまでも着いてくる。

・服部君のようパス＆ムーブの攻めを多用する。
・味方のゴールキックのときは必ず競り合い，セカンドボールを奪取する。
そのためピッチ全体の６分の１くらいのエリアにコンパクトに集まる。

全体的に
・右でも左でも同じように蹴ることができる選手になろう！
・飛絵君のレベルにどの子もヘッドができるようになろう！
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